
第３号様式（第15条関係）

事業者排出堂削減報告書

ｌ 

主たる事務所

日字【法人にあ
て

者の氏

卒業者の
業種

注1畝皆するロには、レ印を妃入してください．特定卒禽者以外の卒業者の方はし印の配入は不要です。

２「基準年度」とはDfp51目間の前年度を、「目標牢慶」とは肝回期間の最騰年度を、「9日告年度」とは計画痢岡のうち、今回報告の対象となる年度をいb､まず。
３「乎塗H覇iP辨璽Ｌ些趣都府内②鰹醗の事勲活助⑫ためのニネルギーの使用に伴い発生する廻冠効果ｶﾞｽを、「輸送車両排出区分」とIま自動車返送卒寮看については使用の本拠の位匠を京都府内と寸
垂爾醗山する塑寧効果ｶﾞｽを､鉄道事霧については保有する貨物車両又Iま旅客車両の排出する廻室効果ｶﾞｽ露「その他俳田区分Jとほ上寵以外万諭府内における霧寵の薫禦扇面に鰊境野ら
麺志効果ガスをいいます．

４J歴里位錘､型麺熱塁ｶﾞﾕ排出色等｣の｢用鎗区分」には､。cｴ密､本葛所などの用遥を記入してください．「原単位の鋼撫｣には､分子の｢二酸化炭素簿｣の下に分母となる扣頓(生産政丘､延べ
床面積、走行塵腫停）を配入して<紅さし､。

Ｂ「その他の地球沮融化対策によるｉｎ室効果ガスのFII減辻弊」のうち「森林の保全及び駐pH」の「目1,1年度（計画〕」梱には叶面期間中の目標の累計を、「報告年度（実紋）」梱には実績の累叶をY己入してくだ
さい．

６「捜起乎巫｣Ｅ陸､平嘩2年度（ユ９９０年度）芒基単とした排出丘の対比や､省エネ製品間発など仙石の坦宜効果ガス排出Ｉｌ１減への貢献、グリーン頑迎の採用､特定フロンなどの条例折定外の廻室勧果ガス
のIill核などを記入してください。

住所(法人にあっ
ては、主たる事務所
の所在地）

京都市山科区御陵中内町５

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代衰
者の氏名）

学校法人京都薬科大学理事長田村正昭

事業者の主たる

業種 大学

咳当する事業者
要件 厩京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用卒業者（原油に換算して1,500キロリットル以上〉）

偏驍ii鑑jiili鰻化鏑策条例施行鍋則篇'0条鰯2号又は第３骨麟当事籟箸(大規模運送率業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ'50台以上/銭適率
鷹 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成20年４月～平成２３年３月

基本方針

計画的に高効率の股備に改修すると共に老朽化した建物・建物設備については蓮替えを行い、エネルギー消費効率の改善を図る゜（老朽化している冷鰻
房股備等を更新してきた。また、老朽化した建物・建物股備を蓮替えた。）

推進体制
学長を責任者とした環境委員会を股極して年間活動方針を決定したり、地球温暖化対策等について教職員勉強会を開催した。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
砥の状況

年度

2１ 

２１ 

股蝋、対象、工程等

建物全体

冷暖房般備

措腫内容

本校地に、新しい校舎の躬行館が2010年２月末日に竣工した。

躬行館に空冷式ヒートポンプチラー1台とガスヒートポンプ38台を新股した。

温室効果
排出丘等

ガスの

排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基率年度（夷顧）

(19）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(22）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実綴）

(21）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

３j630.0ｔ 3,521.0ｔ -3.0％ 30090.0ｔ -14.9% 

ｔ ｔ 船 @ｔ 船

ｔ ｔ 船 ｔ 兇

＊１ 31630.0ｔ ＊２ 3,521.0ｔ -3.0％ 巾４ 30090.0ｔ -14.9％ 

老朽化した建物の撤去、老朽化した建物段備の取替と学内省エネルギー意職高揚の結果、良い成果が上ったものと判断す
る 。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

教育施股
二酸化炭素猶L算

（廷床面積）
二酸化炭素換算

二酸化炭素刺L算

実績に対する自己評価

基箪年度（実綴） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

0.089 0.089 0.0％ 0.062 -30.3船

％ 船

粥 船

学内省エネルギー意織高揚の結果、良い成果が上ったものと判断する。なお、新しい校舎の騎行館が本格稼動してい
なく、廷床面積が学内全体の24％増加したことによる低減が大きいものと判断する。

その他の地球温

暖化対策による
逼塞効果ガスの
削減盆等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した敏力
又は熱の供給

グリーン愈力の購入

家庭における温室効果ガス排出
吐の削減効果分の購入

削減趣等合計

目標年度（計画）
取組仕辱 (二酸化炭緊換算）

(駐伯面積） hａ (吸収丘） ｔ 

(利用丘） ｍ0 (Ｈｌ械赴） ｔ 

(兜危赴） kwｈ (HlI械図 ｔ 

(冊供給丘） GＪ (HlI減仕） ｔ 

(月1入せ） kwｈ (削減丘） ｔ 

(疎入超） ｔ (削減丘） ｔ 

一一一一一一一一巾３ｔ

報告年圃 (実績）
取組丘等 (二酸化炭素換算）

(亜ﾛl面積） hａ (吸収辻） ｔ 

(利用丘） エロ、 (削減ａ） ｔ 

(充矼丘） kwｈ (削減丑） ｔ 

(熟供給仕） GＪ (則城迂） ｔ 

<鱒入迂） kwｈ (Ｉｌｌ減赴） ｔ 

(酔入丘） ｔ (削域丑） ｔ 

中Ｂｔ

差引排出量

(排出合計一m滅等合計）

基準年度（実績）

＊１30630.0ｔ 

目標年度（計画）

I画一“】3,521.0ｔ

増減率（計画）

-3.0％ 

報告年度（実績）

｡０－(Ｃ５） 30090.0ｔ 

増減率（実績）

-14.9％ 

地球
に資
献活

温暖
する
動

特紀事項


